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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、第 69 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 5 月 26 日開催）におけ

る、審議事項(3)の ISSB公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2 号産業別

ガイダンス』に対する修正案」への対応について、聞かれた意見をまとめたもので

ある。 

Ⅱ．聞かれた意見 

2. 「SASB スタンダード」の向上プロジェクトの第 1 フェーズをできるだけ早期に完

了させること、及び第 2フェーズを開始する前に同プロジェクトを休止させること

という事務局の提案の方向性に賛同する。特に、第 2フェーズについては、作成者

側のみならず利用者側にも混乱が生じる可能性があるため、拙速に進める必要はな

いと考える。 

3. 事務局の提案に賛同する。既に ISSB 基準や SSBJ基準を早期適用する企業がある中

で、産業の分類や産業別の開示事項が細かく修正されることによる作成者側の負担

増加について懸念している。第 2フェーズに入る前に、議論すべき論点については

早急に議論すべきであり、実務に混乱が生じないよう、本来必要とされる事項につ

いて整理する必要があると考える。具体的には、産業別ガイダンスのあり方や開示

項目の整理を含め、論点を明確化する必要がある。これらの点については、ISSB側

に対して強く意見発信していく必要があると考える。 

 また、コメント・レターの文案において、第 2フェーズに入る前に議論すべき論

点として、「重複を最小限に抑えるための産業別要求事項の構成」が挙げられてい

るが、具体的にどのようなものをイメージしているのか、確認したい。 
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